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Steroid剤は脳腫療周囲の浮腫の改善に有効であるば

かりでなく.脳腫癌細胞に対して抗腫療効果を示すとい

う報告がある.最近,私たちほ頭蓋内圧克進症状で発症

し,steroid剤投与により,CT上で腫蕩陰影の縮少あ

るいは増強効果の減弱を認めた脳腫癌の2例を経験した

ので報告した.

症例1は54歳の女性で,後頭部痛と複視で発症し,両

側うっ血乳頭を指摘され, 昭和60年3月1日に入院し

た.CT で脳梁膨大部を中心に両側に拡がる著明な増強

効果を示す充実腫痔がみられた.抗浮腫の目的で dexa一

methasoneを投与し,CT で腫蕩陰影の著明な縮少が

認められた.3月12日に腫蕩摘出術を行い,病理学的診

断は悪性リンパ腫であった.

症例2は48歳の女性で,頭痛,噂吐で発症し,昭和59

年9月5日に入院した.CT で右側頭葉と左頭頂葉にリ

ング状の増強効果を示す腫疹陰影がみられ,steroid剤

の投与で増強効果の減弱が認められた.部分摘出を施行

し,組織診断は glioblastomaであった･

37.慢性硬膜下血腫で発症した脳腫癌の
1症例

若葉 叢≡ :鮎 宗 (精 鉱 荒院)

脳腫癌に伴う腫蕩内出血はしばしば経験されるが,腫

蕩内出血による慢性硬膜下血腫により発症した例は比較

的稀である.我々は慢性硬膜下血腫で発症した脳腫濠の

-症例を経験したので報告する.

症例は54才女性で,主訴は歩行障害である･昭和59年

12月より堰気曝吐を訴え,翌年1月18日当科入院となっ

た.入院時,右片麻痔,失語症を認めた･CTscanで

は左側頭頭頂部に凸レンズ状の血腫陰影を認めるととも

に,脳実質内に high densityの massを認めた.左

CAG で凸レンズ状の avascularareaをみたが,腫癌

陰影は認めず,慢性硬膜下出血腫として開頭術による血

腫除去術を行った.術中所見としては,厚さ 1cm 程の

慢性硬膜下血腫の下に,境界不鮮明な脳腫癌を認め,

これに対しては,biopsyのみにとどめた.組織診断は

oligodendrogliomaであったが,di乱.seな出血にとむ

部分を,かなりの場所で認めた･腫痴内出血により慢性

硬膜下血腫に至ったと推測された.
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subependymomaは主として脳室壁に発生する比較

的稀な腫湯であるカミ,その脊髄発生例は過去3例の報告

を見るのみであり非常に稀である.我々は,組織学的

に脊髄 subependymomaと診断された2症例を経験し

た.

症例1は55才男性.歩行障害,右下肢脱力にて発症,

11年の経過により緩徐に症状が進行し当科入院となっ

た.T9よりTllの髄内腫癌との診断にて手術施行し

全摘出し得た.

症例2ほ57才女性.左下肢尺側のしびれ感にて発症,

17年の経過で緩徐に症状が進行し当科入院となった.

C5よりT2の髄内腫癌との診断にて手術施行し全摘出

し得た.

病理組織所見はいずれも非細胞性線維性部分を背景と

し,異型性のない astrocyteが集族する典型的な sube-

pendymomaの像を呈した.過去3例の報告と共通し

て,脊髄 subependymomaは臨床的に極めて緩徐な経

過をたどり,周囲の正常脊髄組織を非浸潤性に圧迫する

境界明瞭で全摘出可能な良性の髄内腫癌である.

39.頭蓋内原発性偏平上皮癌 (類表皮癌)
の1例

篇雲 高霊 :吉宗 妄豪 (翫 是認 院)

症例は45才男性.昭和58年7月頃より右口角のしびれ

出現し11月9日当科初診.CTで右 prepontinecistern

のごく軽度の拡大を認めた.以後しびれ感は徐々に右顔

面全域に拡大.昭和59年9月,CT で右小脳橋角部に多

房性に enhancementされる径約 2.5cm の腫癖陰影を

認めた.10月12日右後頭下開頭腫疹亜全摘出術施行.組

織は壊死,角化,核分裂像を伴った属平上皮癌 (類表皮

痩)であった.Gaseanを初めとする全身検索はいずれ

も陰性であり頭蓋内原発腫疫と考えられた･術後局所放

射線照射,BleomJyCin投与によりCT上腫癌は励ま消

失した.昭和60年2月15日独歩退院,現在外来通院中で

ある･

本腫癌は現在まで約20例の報告があり,類表皮腫が悪

性化したとするものが多い.本例においてもこうした偏

平上皮をもった良性腫癌が癌化し,比較的急速な腫癌増

大を示したものと考えられた.


